
2020年 2月 2日 

福音書からのメッセージ 

シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて

言った。 （ルカによる福音書 2章 28 節） 

 

本日は 2月 2日、被献日です。今日の聖

書には、「神殿でささげられる」という小

見出しが付けられています。イエス様が神

殿でささげられたということを覚える日

です。 

赤ちゃんが神殿でささげられるという

光景は、お宮参りを連想させます。わたし

たちの教会の隣の御香宮神社にも、毎年た

くさんの赤ちゃん連れの方々が参拝しに

いきます。しかし、ささげるといっても、

赤ちゃんはお宮さんでそのまま奉公させ

られるのではなく、ちゃんと無事に家に帰

っていきます。イエス様のときもそうでし

た。ユダヤでは、最初の男の赤ちゃんは神

さまのものだとされていました。そしてお

母さんの清めの期間が過ぎたら、神殿にさ

さげにいく決まりになっていました。だか

らといってその赤ちゃんがそのまま神殿

に居続けたかというと、そうではありませ

ん。律法で決められたささげ物、山鳩一つ

がいか、家鳩の雛二羽をささげることによ

って、その義務を果たしたことになったの

です。 

この「神さまにささげる」ということに

ついて、少し考えてみたいと思います。礼

拝(聖餐式)の中に、「奉献」というところが

あります。平和のあいさつが終わり、聖歌

を歌いながら献金を集める。わたしたちの

中ではそのイメージが強いかもしれませ

んが、そこにはもっと大きな意味がありま

す。まずパンとぶどう酒が、会衆席の後ろ

から運ばれてきます。そして聖卓の上に運

ばれ、集められた信施とともに神さまのた

めに用いられていく。しかし用いられるの

はそれだけではありません。 

続く感謝聖別の中で、わたしたち自身を

もささげられ、

神さまどうぞ

用いてくださ

いと祈るので

す。わたしたち

は聖餐式の中

で、イエス様の

十字架の犠牲

を記念します。そしてその犠牲に連ねられ

て自らをささげ、その犠牲の実にあずかる。

そのことをわたしたちは毎週の礼拝の中

でおこなっているのです。 

そう思った時に、わたしたちは本当に、

神さまのためにこの身をおささげしてい

るのだろうかと思うことがあります。自分

の思いや私利私欲、神さまのことではなく

人間のことを優先させて過ごしてはいな

いのだろうかと思います。 

イエス様が神さまのみ心のままに十字

架に向かわれ、わたしたちのために犠牲の

ささげ物としてささげられたように、わた

したち一人一人もまた、自分自身を神さま

の前に差し出すことができるのだろうか、

考えていきたいと思います。 

幼子イエス様が神さまにささげられた

こと、当時は単にユダヤ教の儀式としてお

こなわれたことかもしれません。しかしイ

エス様が十字架によって自らをささげら

れたことは、神さまの大いなるご計画の中

でなされたことです。 

わたしたちもまた、神さまに用いてもら

えるように祈りましょう。 
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